
Hyogo Prefecture

これまでの産学官の取組
令和７年８月４日

兵庫県企画部総合政策課

兵庫水素社会推進構想改定検討会（第１回）

【資料３】
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県の取り組み状況
①燃料電池自動車の導入支援
・次世代自動車導入補助や融資制度を

実施
→県内のFCV登録台数:209台(R6.3)

バス２台を含む

②水素ステーションの整備・運営支援
・R4年度には小規模ST整備への補助を拡充
→ ５基の水素ステーションが整備
・R7年度には商用車向けに大規模STへの

補助を拡充

③燃料電池商用車（バス、トラック等）の導入支援
・R2年度に燃料電池バス導入への補助を新設
→燃料電池バス導入実績 ２台（神姫バス 姫路市、神戸市営バス 神戸市）
・R6年度に燃料電池商用車普及拡大ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾗﾝを策定
→2030年のFC商用車導入目標を2,580台に設定
・R7年度からFCトラックの導入補助及び、FC商用車への水素燃料の価格差を補助

④さらなる普及促進に関する国提案
等

・水素輸送・貯蔵・利活用の各段階
での民間設備投資に対する支援
制度の拡充を国へ要望

・第１回「燃料電池商用車導入促進
に関する重点地域」に申請

→ 兵庫県が近畿重点地域の中核地
方公共団体に選定（R7.5）

関連する産学官の取組

施策１：燃料電池自動車（FCV）の普及促進

2030年水素ステーション20基等を目標に導入支援等を実施
→ 国の「燃料電池商用車導入に関する重点地域」に選定(R7年度)
→FC商用車や水素ステーション等の車両やインフラの普及が進む

©日野自動車㈱

©トヨタ自動車㈱

ネッツテラス三木水素ステーション

①燃料電池自動車
・市町が次世代自動車

導入補助等を実施
・【産】FCV車両の改

良、ラインナップの
増[トヨタ等]

②水素ステーション
・【産】異業種による水素ST

の設置[神戸製鋼]→R7完成
予定（神戸市）

・【産】鉄道アセットを活用
した総合水素ステーション
の設置を検討[JR西日本]

③燃料電池モビリティ
・【官】神戸市が市営バスに

FCﾊﾞｽ１台を導入(R4)、
FCﾊﾟｯｶｰ車の導入実証(R6)

・【産】FCﾓﾋﾞﾘﾃｨの開発
FC船(まほろば）[岩谷産業]、
FC建機[神戸製鋼」 等

④関連事項
・【産】水素ｴﾝｼﾞﾝによるﾓﾋﾞﾘﾃｨ

開発 ﾊﾞｲｸ、ﾊﾞｷﾞｰ、航空機用
小型ｴﾝｼﾞﾝ[川崎重工]

・【官】水素ｴﾝｼﾞﾝ港湾荷役機械
の実証 神戸港RTG実証[国交省]

イワタニ水素ステーション尼崎
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02施策２：燃料電池（家庭用、業務・産業用）の普及促進
国の普及目標(2030年300万台※１、ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ低減に資する技術開発)等を目標

に導入支援等を実施
→ 家庭用燃料電池は2023年に50万台を突破し、着実に普及
→ 事業所への燃料電池による電源導入、大学による高効率化への研究開発や

県内企業による製品開発が進む

※１ 2021.5省エネルギー小委員会で見直し

県の取り組み状況

①家庭用の導入支援
・低利融資の実施
→R1～R6燃料電池での融資実績:６台

②業務・産業用燃料電池の導入支援
・R2より業務用燃料電池を貸付対象に追加

関連する産学官の取組
①燃料電池導入支援
・市町が燃料電池の導入に対し補助を実施→R7実施市町:3市町

②業務用燃料電池の導入
・【産】社屋等の電源に燃料電池を導入
→水素研究所へ100kW燃料電池を導入

[岩谷産業]

③燃料電池の研究開発
・【学】高効率な燃料電池開発に向けた研究開発

→白金ﾌﾘｰ触媒の研究[県立大学]等
・【産】県内企業による可搬式燃料電池の開発・製品化

[阪神機器] 等

④関連事項
・【産】水素を熱源燃料とした家庭用機器の開発

→水素100%燃焼給湯器の実証［ノーリツ等］ 等
・【産】SOECメタネーション技術の実証[大阪ガス]
・【産】万博での燃料電池を活用した電力供給[トヨタ等]

エネファームの販売台数は2023年11月に50万台を突破
(一財)コージェネレーション・エネルギー高度利用センター調べ

水素型燃料電池
（5kw×20台）
（岩谷産業HP）

小型可搬式燃料電池発電システム
（阪神機器HP）

水素100％燃焼給湯機
（ノーツリHP）
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50.4億円

施策３：水素関連分野の技術開発や新たな事業創出等への支援
水素関連産業の高度化や安定的で良質な雇用創出につなげるため、企業の参入や事業

拡大、技術開発等を支援
→ 産学官によるｺﾝｿｰｼｱﾑを核に人材育成から技術指導、試作開発まで一貫して支援
→ 産業立地条例を改正し(R5)、全県域で水素関連等の成⾧産業を重点支援
県の取り組み状況
①産業立地促進補助事業
・産業立地条例を改正(R5.4）し、水素関連

産業の設備補助率を３％から10％へ引き
上げ

→水素関連産業に係る事業確認実績
・R5:１件 ・R6:６件

②成⾧産業育成のための研究開発支援事業
・産学官連携による調査・研究等の経費支援

→ H15～R6、302件(うち水素関連10件)

③成⾧産業試作開発支援事業
・水素など成⾧産業分野への参入を促進するため、新

製品の社会実装を目指す県内中小企業の試作品開発
を支援

→ 新エネルギー分野 R4～、累計12件

④次世代成⾧産業分野進出支援事業
・水素分野への新規参入を目指している企業に対して、

水素の基礎から応用までをワンストップで学べるセ
ミナー等を開催
→累計26件のセミナー・研修を実施（R7.3）

⑤水素海外展開チャレンジ事業
・県内水素関連企業を対象に支援

①海外展開のための伴走支援
②PRやビジネスマッチングを促進す

るためのマーケティング支援
③海外市場調査や国内外大規模展示会

への出展支援

→R6～、10件

関連する産学官の取組

①市町の支援事業
・姫路市新産業創出支援事業（姫路市）
・水素関連製品の研究・開発・実証補助（神戸市）

④世界初の技術実証
・液化水素運搬船による

日豪間の液化水素運搬
実証 [HySTAR]

ﾏｯﾁﾝｸﾞ交流会(ﾄﾞｲﾂ)

②研究センターの設置
・水素・未来ｴﾈﾙｷﾞｰ技術研究ｾﾝﾀｰ（神戸大）

→ [R7、24m3液水システム新設] 
・水素ｴﾈﾙｷﾞｰ共同研究ｾﾝﾀｰ（兵庫県立大）

③国際フロンティア産業メッセ
・毎年秋に開催される西日本最

大級の総合展示会(H9～)
→累計出展数:約8,700社･団体
→累計来場数:約564,000人

・市街地における水素
100%ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ発電
実証 [川崎重工等]

県内企業の出展（ドイツ）
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施策４：水素を活用したエネルギー自立度の向上
再生可能エネルギーを地域で最大限活用する将来像を見据え、地域の特性を生かして再生可能
エネルギーを水素に変換し、電気・熱として供給するエネルギー自立に向けた取組を推進
→あわじ環境未来島構想のもと、淡路島の地域資源を活かした事業を実施

県の取り組み状況
①県有施設等への燃料電池の積極導入
あわじ環境未来島構想のもと、淡路地域でのグリーン水素の地産地消未来島構想が目指す将来姿を実現する方策の一つとして水素活用を検討
→〇淡路島の将来の姿として『生命つながる「持続する環境の島」』を掲げ、①エネルギー、②農と食、③暮らしの３つの持続を高める取組を展開

〇「2050年度までにエネルギー・食料自給率100％」や「R8年度までに水素ST１基、水素関連施設１基の整備」等の目標を設定

②水素の蓄エネ機能等を活用した再エネ利用モデルの検討
エネルギーの地産地消モデルとして、南あわじ市を対象に、
再エネ等による水素製造及び災害時に備えた公的施設等へ
の輸送、備蓄、利活用の事業可能性を調査
→市役所、観光施設、体育館・温浴施設などでの利活用を

検討。現時点では採算性確保が難しく、経済性以外のメ
リットを踏まえた導入展開が必要

関連する産学官の取組

①淡路地域における系統蓄電池と組合せた水素製造および水素利活用に関する調査
（関西電力、岩谷産業、兵庫県）【産・官】
系統蓄電池と組合せた水素製造と淡路地域の特徴を踏まえた水素利活用」について調査
①蓄電池と水電解装置を同時に制御するEMS開発
②シミュレーション動作確認
③淡路島内で水素を輸送する場合の課題を整理
④ホームセンター店舗への水素ST設置可否検討
⑤産業での水素利活用ポテンシャル調査

・水素製造と水素利活用先の開
発を同時並行での実施が必要

・利活用先の開拓には新たに水
素を利用する事業者へのイン
センティブが必要

令和7年度あわじ環境未来構想推進協議会総会

全体像・検討項目
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関連する産学官の取組

施策５：水素への理解向上向けた普及啓発
セミナーや体験学習等の開催や各種広報媒体を通じた情報発信等により、水素への理解向上に努める
→ 県内各イベントへ参画やシンポジウム開催等を通じ、県民等に対し普及啓発を実施
→ 将来の水素社会を担う若者世代へ重点的に啓発

県の取り組み状況
①見学会や体験学習会の開催
→・姫路港ふれあいフェスティバルなど県内イ

ベントに出展し、子供向けの水素実験教室
を実施（FCミニカー、水素ﾛｹｯﾄ等を実施）

 （R4～、延べ参加者約4,800名）
・高校生や大学生を対象にHytouch神戸や高砂

水素パークなどの施設見学会を実施
 （延べ参加者約80名）

②各種広報媒体を通じた情報発信
小学校高学年向け動画やデジタルリーフ
レットなど分かりやすいコンテンツ等を
作成し、HPへ掲載

③県民参加型の仕組みづくり
会場参加型のシンポジウムや高校生を対象とした
ワークショップを開催。

シンポジウム（R6.3） ワークショップ（R7.3）

①セミナー・勉強会【産学】
・ひょうご水素利活用サロンや各種講演会の開催[県立大学]
・「水素・未来エネルギー技術勉強会」の開催 [神戸大学]
・イワタニR&Dフォーラム [岩谷産業]
・神戸水素クラスター勉強会 [神戸水素クラスター勉強会]

等

②各種広報媒体を通じた情報発信【産】
・ガスエネキッズ（HP）[岩谷産業]
・ガスはe-ﾒﾀﾝになっていく（動画） [大阪ガス]
・水素社会のサバイバル（漫画） [川崎重工業]
・ｶﾜｻｷﾜｰﾙﾄﾞ「水素ってなに?」（展示）[川崎重工業]
・キッズトヨタまなぶパーク（HP）[トヨタ自動車]
・SDGsのひみつ ｴﾈﾙｷﾞｰをみんなにそしてｸﾘｰﾝに

（漫画）[三菱重工業]
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中⾧期的取組：臨海部の大規模水素活用（県・神戸市のCNP計画）

「神戸港港湾脱炭素化推進計画」の策定（R7.3）

「姫路港・東播磨港港湾脱炭素化推進計画」の策定（R6.12）
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07（参考）大阪・関西万博における水素関連の取組（抜粋）

水素燃料電池船（岩谷産業）

e－メタン製造（メタネーション）
実証設備（大阪ガス）

水素発電実証（関西電力） CORLEO（川崎重工業）

150ccの発電用水素エンジンを搭載姫路第二発電所で30%水素混焼実験成功
水素で発電した電力を大阪・関西万博へ供給

「中之島」から大阪・関西万博の会場
「舞洲」まで運行

タブレット端末と拡張現実（AR）を
活用した実証設備の見学ツアーを実施

未来を変える！Hydrogen Week
（資源エネルギー庁、NEDO、JH2A）

開催時期：9月22日～9月25日、 場 所：EXPOメッセ

各企業等がえがく水素社会の姿


